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日野市
環境共生部
緑と清流課

①①緑緑とと清清流流ポポススタターーのの展展示示

市内の小・中学校の生徒が「緑と清流」を

テーマに描いたポスターを市役所本庁１階に

展示しました。

日程：（小学生の部）10月３日～10月14日

（中学生の部）10月15日～10月28日

※優秀作品は２、３面で紹介します。

②②ミミニニ水水族族館館

環境月間中、市内の用水路に生息する水生

生物を本庁１階に展示しました。

日程：10月３日～28日

③③日日野野用用水水ククリリーーンンデデーー

市民の方の参加を募り日野駅からよそう森公園にかけて、日野用水の

清掃活動をおこなう催しです。今年度は、約30名の市民に参加していた

だけました。ご協力ありがとうございました。

日程：10月23日

環環 境境 月月 間間 のの 報報 告告
前号の清流ニュースで報告したとおり、今年度の環境月間は規模も期間も拡大しました。

環境共生部として初めての環境月間は「未来に伝え、引き継ぐ 水と緑」をテーマに、広く

環境に関する催しを行ってまいりました。11/６に開催された「環境フェア」については詳

細を６ページに載せていますので、ご覧ください。

緑と清流課においては、例年に引き続き①緑と清流ポスターの展示②ミニ水族館③日野用

水クリーンデーを実施いたしました。今年度の活動をそれぞれご紹介します。

中学生の部 最優秀賞 小学生の部 最優秀賞

日野第四小学校4年 藤田 湊大坂上中学校2年 山内 咲嬉

日野用水クリーンデーの様子

その他の
催し

・釣り教室（環境保全課） ７月31日、８月28日、９月11日

・夏休みごみ探検隊（施設課） ８月２日、３日、４日

・かわあそび（環境保全課） ８月13日

・環境フェア 11月６日 ※６ページで紹介しています！

・ごみ減量ポスター展（ごみゼロ推進課） 11月18日～12月２日
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ススタターー
日野市環境月間の行事として、市内の小・中学校

の子どもたちへ緑と清流に関するポスターを募集し
ました。令和４年度も多くの応募があり、その中か
ら選ばれた作品です。身のまわりの水辺や緑へ対す
る子どもたちの思いが描かれています。

小小
学学
生生
のの
部部

優優
秀秀
作作
品品

中
学
生
の
部

優
秀
作
品

日野第四小学校6年 岡山 杏奈

日野第八小学校5年 佐藤くるみ日野第七小学校2年 向後 優希南平小学校5年 夏目 輪那東光寺小学校6年 中島 朱理

日野第四小学校6年 瀬沼 里彩日野第六小学校3年 智内 颯太平山小学校6年 亀山 明寛

仲田小学校5年 石田 仁菜

仲田小学校5年 佐々木愛梨 仲田小学校5年 畔上 栞

東光寺小学校6年 窪 彬良 滝合小学校6年 山口 航輝 日野第八小学校6年 中井 里沙
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令和４年度 緑緑とと清清流流ポポ

小
学
生
の
部

優
秀
作
品

中中
学学
生生
のの
部部

優優
秀秀
作作
品品

日野第三中学校2年 山本 劉音

日野第二中学校2年 上野 真優

大坂上中学校2年 三田 彩加平山中学校2年 仲野 佳奈平山中学校2年 一之瀬結衣平山中学校3年 根津悠莉奈

日野第二中学校2年七生中学校3年 小川みすゞ三沢中学校2年 長谷川凛香

三沢中学校2年 佐々木葉菜三沢中学校2年 市山あかり

日野第三中学校2年 中村 南美 日野第三中学校3年 古川 慶豪 日野第一中学校2年 竹内 樹
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中中学学生生以以下下のの部部

入選結果 氏 名 作品名 入選結果 氏 名 作 品 名

最優秀賞 佐々木結衣 ２色の空 佳 作 小島 輝哉 ぼくの大好きな浅川

優秀賞 重松 麻陽 朝のおさんぽ 佳 作 重松 陽向 のどかな浅川

優秀賞 柳澤 諒 水面に光る緑 佳 作 須藤 なな 浅川と鳥 なかよしこよし

日野市長賞 長友 莉里 浅川と生きる 佳 作 滝沢 駿斗 浅川から見る市役所

八王子市長賞 井上 美桜 春の輝き 佳 作 谷光実咲希 夏の思い出

佳 作 相原 宏臣 ごじゅうのとうあさかわいっしょ 佳 作 坪内 優太 家族で引っ越し

佳 作 大谷 明音 冬の富士山と工事中 佳 作 山中萌丹桂 未来を見つめている鳥

佳 作 河村 大樹 川を撮る中学生

優
秀
賞

『
水
面
に
光
る
緑
』

柳
澤
諒

八
王
子
市
長
賞

『
春
の
輝
き
』

井
上
美
桜

優
秀
賞

『
朝
の
お
さ
ん
ぽ
』
重
松
麻
陽

日
野
市
長
賞

『
浅
川
と
生
き
る
』
長
友
莉
里

流れる浅川を、源流から多摩川の合流点までひとつの流域

くりを目指すため、浅川流域連携事業のひとつとして行っ

今年は354作品の応募があり、それぞれに撮影者の浅川

南平体育館にて、表彰式が開催され、入選者の方々に賞状

賛企業として参列してくださいました、コニカミノルタ株

呈が行われました。

さかわ写写真真ココンンククーールル ～～ししぜぜんん･･ひひとと･･ままちち～～

●作品応募期間 令和４年７月１日～９月２日

●応募作品数 一 般 の 部 318作品
中学生以下の部 36作品

計 354作品

最
優
秀
賞

『
２
色
の
空
』

佐
々
木
結
衣

※HPに全作品掲載中です。
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中

入選結果 氏 名 作 品 名 入選結果 氏 名 作 品 名

最優秀賞 渡邉 敦子 キラリ 佳 作 竹内三ツ木 水ぬるむ

優秀賞 小林 美文 浅川の朝と虹 佳 作 徳本 修亮 ダイブ！

優秀賞 中西 隆 新緑の渓流 佳 作 ブラウン･アシュレイ 南浅川ハイキング

日野市長賞 中原 輝男 何思う 佳 作 古屋 博 一生懸命

八王子市長賞 中川 圭二 Thisis［浅川］。 佳 作 山下 徹 鯉のぼりと南浅川

佳 作 岩松 喜一 冬空にTakeoff 佳 作 吉野 邦夫 清流でガサガサ探検

佳 作 佐々木陽介 とよだの花火 佳 作 渡邉 英明 朝の虹

佳 作 杉山 信吾 出初式

一一 般般 のの 部部

優
秀
賞

『
浅
川
の
朝
と
虹
』
小
林
美
文

日
野
市
長
賞

『
何
思
う
』

中
原
輝
男

優
秀
賞

『
新
緑
の
渓
流
』

中
西
隆

八
王
子
市
長
賞

『
T
h
is
is［

浅
川

］

。』
中
川
圭
二

あさかわ写真コンクールは、日野市と八王子市の両市を流

として捉え、良好な水辺環境と心豊かな浅川流域のまちづ

ている催しです。

今年で11回目を迎えたあさかわ写真コンクールですが、

に対する思いを感じることができました。

そして、令和４年11月５日（土）には、新しくなった南

と副賞の授与が行われました。

表彰式では、大坪日野市長、石森八王子市長および協賛

式会社の大屋様、京王電鉄株式会社の二羽様より賞の贈呈

第第1111回回ああささかかわわ写真

最
優
秀
賞

『
キ
ラ
リ
』

渡
邉
敦
子

第11回あさかわ写真コンクール表彰式記念写真



２
０
２
２
年

11月
６
日
、
日
野

市
環
境
フ
ェ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。

約
２
年
ぶ
り
の
環
境
フ
ェ
ア
で
は
、

500名
を
超
え
る
方
が
各
ブ
ー
ス
を

訪
れ
、
多
く
の
方
が
環
境
問
題
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
今
年
は

�気
候
変
動

�
�地

域
を
つ
な
ぐ
、

未
来
を
つ
な
ぐ

�を
テ
ー
マ
に
、

温
暖
化
・
気
候
変
動
を
考
え
る
機

会
と
し
て
開
催
。
市
内
・
近
隣
企

業
、
近
隣
大
学
市
内
団
体
な
ど

10

を
超
え
る
団
体
に
協
力
い
た
だ
き
、

諸
力
融
合
を
体
現
す
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

油
汚
れ
・
ご
み
の
分
別
・
ポ
イ

捨
て
や
省
エ
ネ
な
ど
市
民
自
ら
が

ど
の
よ
う
に
環
境
問
題
に
取
り
組

め
ば
よ
い
の
か
を
学
ぶ
機
会
と
し

て
も
ら
え
る
よ
う
様
々
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い

ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
イ
オ
ン
ホ
ー

ル
で
は
、
環
境
啓
発
映
画
「
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ス
ト
ー
リ
ー
」

の
上
映
や
明
星
大
学
教
授
亀
卦
川

幸
弘
先
生
に
よ
る
基
調
講
演
「
気

候
変
動
を
あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま

す
か
」
、
イ
オ
ン
株
式
会
社
に
よ

る
環
境
へ
の
取
組
み
な
ど
様
々
な

グ
ル
ー
プ
・
企
業
・
大
学
が
ど
の

よ
う
に
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
、
気
候
変
動
問
題
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か

を
、
市
と
し
て
気
候
変
動
問
題
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
か

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま

し
た
。
企
業
・
大
学
・
市
そ
れ
ぞ

れ
が
気
候
変
動
問
題
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
き
た
か
を
共
有
し

た
う
え
で
、
お
互
い
に
ど
の
よ
う

な
行
動
を
期
待
す
る
か
、
ど
の
よ

う
な
連
携
を
期
待
す
る
か
を
対
談

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
の
危
機

感
を
表
明
す
る
た
め
、
「
日
野
市

気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
出
し

ま
し
た
。

日
野
市
は
、
２
０
３
０
年
二
酸

化
炭
素
排
出
量

46％
削
減
、
２
０

５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質

ゼ
ロ
を
目
指
し
、
認
識
の
共
有
・

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
積
極

的
な
導
入
・
活
用
の
推
進
・
学
び

考
え
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
実

施
し
ま
す
。

清流ｎｅｗｓ ２０２３年１月１日 （6）

日日
野野

市市
環環

境境
フフ

ェェ
アア

開開
催催

��
参加企業一例

パネル展示 ワークショップ

石石田田
出出来来
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今
年
度
も
日

野
市
で
は

10月

か
ら

11月
に
か

け
て
、
菊
花
展
、

菊
花
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
、
菊
に

ま
つ
わ
る
祭
典

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
一
昨
年

度
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛

威
を
ふ
る
う
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
携
わ
る
方
々
の
長
年

の
経
験
に
よ
る
栽
培
の
工
夫
や
土
や
肥
料
づ
く
り
な
ど
日
々

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
お
陰
で
日
野
中
央
公
園
の
ス
テ
ー
ジ
を

中
心
に
古
典
菊
、
福
助
や
ダ
ル
マ
、
人
形
や
亀
を
か
た
ど
っ

た
菊
な
ど
、
多
く
の
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
幡
不
動
尊
で
は
、
多
摩
地
域
最
大
の
規
模
で
あ
る
「
菊

ま
つ
り
」
が
今
年
度
も
無
事
、
従
来
ど
お
り
に
開
催
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
菊
花
で
境
内
が
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

高
幡
不
動
尊
の
「
菊
の
三
重
塔
」
と
「
千
輪
咲
き
」
、
日

野
中
央
公
園
の
ス
テ
ー
ジ
上
の
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、

会
場
に
足
を
運
べ
な
か
っ
た
方
も
写
真
で
は
あ
り
ま
す
が
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日野中央公園ステージ上

公
園
名

の

由由由
来来来

（C）2017PASCOCORPORATION.
（C）2017INCREMENTPCORPORATION.
いかなる形式においても著作権者に無断でこの地図の全部または一部を複製し、利用する
ことを固く禁じます。

湧
水
測
定
冊
子
案
内

２
０
１
７
年
４
月
、
旧
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

は
カ
ワ
セ
ミ
ハ
ウ
ス
と
な
り
、
黒
川
清
流
公

園
の
隣
に
移
転
し
ま
し
た
。
「
水
と
緑
の
ま

ち
」
で
あ
る
日
野
市
の
な
か
で
も
、
黒
川
清

流
公
園
は
特
に
湧
水
と
緑
が
豊
富
な
場
所
の

一
つ
で
す
。
カ
ワ
セ
ミ
ハ
ウ
ス
で
は
、
そ
ん

な
黒
川
清
流
公
園
の
豊
富
な
湧
水
の
測
定
を

移
転
以
降
、
週
に
１
回
行
い
記
録
し
て
き
ま

し
た
。

こ
の
度
、
観
測
開
始
か
ら
５
年
が
経
っ
た

こ
と
を
受
け
、
２
０
２
２
年
３
月
ま
で
の
湧

水
測
定
の
記
録
を
ま
と
め
た
冊
子
を
発
行
い

た
し
ま
す
。
実
測
の
記
録
を
も
と
に
、
降
水

量
な
ど
と
関
連
し
な
が
ら
デ
ー
タ
を
整
理
し
、

考
察
を
し
て
い
ま
す
。
（
※
年
度
内
発
行
を

予
定
）

執
筆
・
監
修

：

小
倉
紀
雄

（
東
京
農
工
大
学
名
誉
教
授
）

発
行

：

カ
ワ
セ
ミ
ハ
ウ
ス

市市のの花花

「「「「菊菊菊菊」」」」のののの祭祭祭祭典典典典

千輪咲き

菊の三重塔

あずまや池出口水路 流速の測定（流速計による）

水深の測定

●
日
だ
ま
り
公
園

（
街
区
公
園

115）

所
在
地

：

程
久
保
８

－

21－

５
／

面
積

：

356㎡
／
開
園
日

：

昭
和

63

年

10月

20日

こ
の
公
園
を
含
む
一
帯
の
土
地

は
、
古
く
か
ら
産
土
神

う
ぶ
す
な
か
み（
鎮
守
）

社 や
し
ろの
境
内
に
続
く
雑
木
林
で
、
四

季
を
通
し
て
多
く
の
野
鳥
の
さ
え

ず
り
が
聞
か
れ
た
。

地
形
が
東
西
に
口
を
開

く
や
ま
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る

た
め
、
夏
は
東
南
風
を
受

け
て
涼
し
く
、
冬
は

北
風

や
西
南
か
ら

吹
き

込
む

谷

戸
風
が
さ
え

ぎ
ら
れ

ポ
カ

ポ
カ
と

暖
か
く
、
日

溜
の

あ
る
こ
の
地
で
の
冬
の

山

仕
事
は
作

業
も
は
か
ど
っ

た
。

●
番
匠

ば
ん
じ
ょ
う谷 や

戸 と

公
園

（
街

区
公

園

195）

所
在
地

：
程
久
保
８

－

18－

27／
面
積

：

166㎡
／
開
園

日
：

平
成

23年
６
月

30日

こ
の
あ
た
り
は
、
番
匠

ば
ん
じ
ょ
う

谷 や

戸 と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
高
幡

の
不
動
堂
を
造
る
番
匠
（
大
工
）

が
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
動
堂
の
材
木
は
木
き

伐 き
り沢 ざ
わ

（
現
在
の
程
久
保
・
南
平
・
高
幡
・

三
沢
の
一
帯
を
含
む
）
か
ら
切
り

出
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

村
の
面
積
の
８
割
が
山
林
だ
っ

た
程
久
保
村
に
は
、
長 な
が谷 や

戸 と

（
多

摩
動

物
公
園
の
あ
た
り
）
、

池 い
け

が

谷 や

戸 と

（
程
久
保
５
丁
目
の
あ
た
り
）

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
谷
戸
（
丘
陵

地
が
長
い
時
間
を
か
け
て
浸
食
さ

れ
形
成
さ
れ
た
谷
状
の
地
形
）
が

あ
り
、
炭
焼
き
が
さ
か
ん
で
し
た
。

日
野

市
環

境
フ

ェ
ア

開
催

�

石石田田
出出来来



生
き
も
の
の
名
前
に
は
、
体
形

や
色
、
生
態
な
ど
の
特
徴
な
ど
の

他
に
、
発
見
し
た
人
の
名
前
や
地

名
が
付
け
ら
れ
た
り
も
し
ま
す
。

お
隣
の
八
王
子
市
で
発
見
さ
れ
た

ハ
チ
オ
ウ
ジ
ア
ザ
ミ
や
高
尾
山
で

最
初
に
発
見
さ
れ
た
タ
カ
オ
ス
ミ

レ
、
多
摩
丘
陵
に
生
育
す
る
タ
マ

ノ
カ
ン
ア
オ
イ
な
ど
、
多

摩
地
域
で
も
地
名
に
由
来

し
た
名
前
が
付
い
た
生
き

も
の
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

で
は
、
私
た
ち
の
「
日
野
」

が
名
前
に
付
い
た
生
き
も

の
が
い
る
の
は
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？
い
る
と
い
っ

て
も
現
在
生
き
て
い
る
生

き
も
の
で
は
な
く
、
化
石

で
見
つ
か
っ
た
生
き
も
の

で
、
「
ヒ
ノ
ク
ジ
ラ
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
（
た
だ

し
、
正
式
な
種
名
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

●
多
摩
川
で
発
見

ヒ
ノ
ク
ジ
ラ
は
１
９
７
１
年
に
、

日
野
市
栄
町
の
多
摩
川
で
化
石
と

し
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
発
見
さ

れ
た
の
は
、
今
か
ら
約

200万
年
前

に
日
野
市
が
ま
だ
海
だ
っ
た
こ
ろ

に
堆
積
し
た
、
平
山
層
と
い
う
地

層
で
す
。
散
歩
中
の
市
民
の
方
が
、

河
川
敷
の
粘
土
層
の
中
に
何
か
大

き
な
塊
が
埋
ま
っ
て
い
る
の
を
発

見
し
、
調
査
の
結
果
長
さ
１
・
５

ｍ
ほ
ど
の
ク
ジ
ラ
の
頭
骨
の
一
部

な
ど
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

●
ヒ
ノ
ク
ジ
ラ
は
何
ク
ジ
ラ
？

ク
ジ
ラ
の
仲
間
は
、
ハ
ク
ジ
ラ

と
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
２
種
類
に
大
き

く
分
け
ら
れ
ま
す
。
ハ
ク
ジ
ラ
は

歯
を
持
つ
ク
ジ
ラ
で
、
他
の
魚
や

イ
カ
な
ど
を
捕
食
し
ま
す
。
マ
ッ

コ
ウ
ク
ジ
ラ
や
シ
ャ
チ
、
イ
ル
カ

の
仲
間
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
一

方
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
は
、
歯
の
代
わ
り

に
ひ
げ
状
の
も
の
が
口
に
並
ん
で

お
り
、
小
さ
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な

ど
を
こ
し
と
っ
て
食
べ
ま
す
。
シ

ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
な
ど
が
含
ま
れ

ま
れ
ま
す
。
ヒ
ノ
ク
ジ
ラ
の
化
石

は
骨
の
一
部
の
み
で
劣
化
も
進
ん

で
い
た
た
め
、
発
見
当
初
か
ら
長

ら
く
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
仲
間
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
２
０
１
７
年
か
ら
行
わ
れ
た

詳
し
い
調
査
に
よ
り
、
実
は
ハ
ク

ジ
ラ
の
仲
間
で
あ
り
、
そ
の
中
で

も
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
仲
間
の
上

あ
ご
の
骨
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
！

●
多
摩
川
や
浅
川
は

化
石
の
宝
庫

市
内
の
河
川
敷
で
は
、
ゾ
ウ
の

牙
や
シ
カ
の
足
跡
、
貝
類
や
大
昔

の
植
物
の
化
石
な
ど
、
現
在
で
も

様
々
な
化
石
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ヒ
ノ
ク
ジ
ラ
も
ま
だ

正
確
な
種
ま
で
は
特
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
の
調
査
の
進
展
や

新
た
な
化
石
の
発
見
が
な
さ
れ
れ

ば
、
日
野
市
の
古
代
の
姿
が
さ
ら

に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ヒ
ノ
ク
ジ
ラ
や
市
内

で
見
つ
か
っ
た
化
石
は
、
日
野
市

郷
土
資
料
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

文
日
野
の
自
然
を
守
る
会

片
山

敦

写
真
展
示
写
真
は
片
山
、
そ
の
他
は

日
野
市
郷
土
資
料
館
提
供

昨
年
、
緑
と
清
流
課
水
路
清
流

係
に
配
属
さ
れ
早
１
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
仕
事
を
１
年
通
し
て
分
か
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
水
路
の

維
持
管
理
は
も
と
よ
り
、
環
境
月

間
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
用
水
組
合

や
自
治
会
等
様
々
な
方
々
と
協
働

す
る
機
会
が
多
い
職
場
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

そ
の
中
で
も
一
番
心
に
残
っ
て

い
る
業
務
は
ホ
タ
ル
の
観
察
会
で

す
。
毎
年
６
月
末
に
実
施
さ
れ
、

抽
選
で
選
ば
れ
た

20名
の
参
加
者

と
一
緒
に
市
で
管
理
し
て
い
る
緑

地
に
赴
き
、
飛
び
回
る
ホ
タ
ル
を

観
察
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
暗

闇
の
中
、

50匹
以
上
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
が
フ
ワ
フ
ワ
と
小
さ
く

淡
い
け

ど
明
瞭
に
光
り
、
幻
想
的
に
飛
ん

で
い
る
風
景
が
未
だ
に
市
内
に
残
っ

て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

日
野
市
に
お
い
て
も
都
市
化
の

影
響
で
山
林
、
田
畑
も
宅
地
化
さ

れ
自
然
も
だ
い
ぶ
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
貴
重
な
自
然

が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ホ
タ
ル
が
住
め
る
き
れ
い

な
水
環
境
を
次
世
代
へ
引
き
継
が

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

Ｍ
・
Ｕ

清流ｎｅｗｓ ２０２３年１月１日 （8）

ヒノクジラの化石

日野と名の付く

生きもの
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ヒノクジラ発掘時の様子


